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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 東北大学 学長名 井上 明久 拠点番号 G03 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 先端地球科学技術による地球の未来像創出(Advanced Science and Technology Center for 

the Dynamic Earth)           ※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野： 地球惑星科学> (核マントル) (地震火山) (気候変動) (太陽地球系) (地球進化史) 

３．専攻等名 

理学研究科（地学専攻、地球物理学専攻、附属地震・噴火予知研究観測センター、附属大気海洋変動観測

研究センター）、環境科学研究科（環境科学専攻）、工学研究科（附属災害制御研究センター）、東北ア

ジア研究センター、学際科学国際高等研究センター 

４．事業推進担当者           計 ２８ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー)

 
OHTANI EIJI 

大谷 栄治 (57) 
HASEGAWA AKIRA 

長谷川 昭 (63) 
SATO HARUO 

佐藤 春夫 (60) 
FUJIMOTO HIROMI 

藤本 博己 (59) 
NAGAHAMA HIROYUKI 

長濱 裕幸 (46) 
TSUCHIYA NORIYOSHI 

土屋 範芳 (47) 
YOSHIDA TAKEYOSHI 

吉田 武義 (60) 
NISHIMURA TAKESHI 

西村 太志 (44) 
TANIGUCHI HIROMITSU 

谷口 宏充 (63) 
IMAMURA FUMIHIKO 

今村 文彦 (46) 
HANAWA KIMIO 

花輪 公雄 (55) 
NAKAZAWA TAKAKIYO 

中澤 高清 (60) 
KAWAMURA HIROSHI 

川村 宏  (53) 
OKAMOTO HAJIME  

岡本 創  (40) 
IRYU YASUFUMI 

井龍 康文 (49) 
ONO TAKAYUKI 

小野 高幸 (57) 
NAKAMURA NORIHIRO 

中村 教博 (38) 
KAKEGAWA TAKESHI 

掛川 武  (42) 
MINOURA KOJI 

箕浦 幸治 (58) 
KAIHO KUNIO 

海保 邦夫 (54) 
SUN MINGYU 

孫 明宇  (36) 
SATO MOTOYUKI 

佐藤 源之 (50) 
TSUKAMOTO KATSUO 

塚本 勝男 （59） 
TAKAHASHI YUKIHIRO 

高橋  幸弘 (42) 
KONDO TADASHI 

近藤  忠    (42) 
FUKUNISHI HIROSHI 

福西  浩   (63) 
YAMAZAKI NAKAMICHI 

山崎  仲道  (63) 
SAITO TSUTOMU 

斎藤  務   (52) 

理学研究科・教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・准教授 

環境科学研究科･教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・准教授 

東北アジア研究センター・教授 

工学研究科・教授 

理学研究科･教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・准教授 

理学研究科・准教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・助教 

理学研究科・准教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・教授 

学際科学国際高等研究センター・准教授

東北アジア研究センター・教授 

理学研究科・教授 

理学研究科・講師 

理学研究科(地学専攻)･委嘱教授 

理学研究科(地球物理学専攻)・教授

環境科学研究科・教授 

流体科学研究所（衝撃波研究センター）・助教授

地球物性学・理学博士 

地震学・理学博士 

固体地球物理学・理学博士 

海底測地学・理学博士 

地球力学・理学博士 

地球工学・工学博士 

岩石学・理学博士 

火山物理学・理学博士 

火山科学・理学博士 

津波工学・工学博士 

海洋物理学・理学博士 

気象学・理学博士 

衛星海洋学・理学博士 

気象学・理学博士 

古生物学・理学博士 

惑星物理学・理学博士 

岩石磁気学・理学博士 

地球化学・Ph.D. 

堆積学・理学博士 

古生物学・理学博士 

航空宇宙工学・工学博士

地球工学・工学博士 

結晶成長学・理学博士 

超高層物理学・理学博士

地球物性学・理学博士 

超高層物理学・理学博士

資源工学・工学博士 

流体工学・工学博士 

拠点リーダー(統括)、核マントル 

固体地球研究リーダー、地震火山・核マントル、地震発生機構

地震火山・核マントル、地震波動 

地震火山、海底地殻変動 

地震火山、岩石破壊学 

地震火山、地殻内流体 

地震火山、島弧マグマ学 

地震火山、火山噴火 

地震火山、火山爆発 

地震火山・核マントル、津波工学(平成18年4月1日追加) 

流体地球・惑星圏研究リーダー、海洋物理 

気候変動、物質循環 

気候変動、衛星海洋 

気候変動、大気物理 

気候変動、化石分析 

太陽地球系、地球電磁気 

太陽地球系、惑星電磁気 

地球進化史研究リーダー、初期地球 

地球進化史、津波堆積学・気候史 

地球進化史、生物事変学 

地球進化史、衝突シミュレーション、地震火山(平成16年5月26日追加) 

地球進化史、電磁探査・衛星計測 

核マントル、結晶成長メカニズム解明(平成19年4月1日追加) 

太陽地球系、惑星大気(平成19年4月1日追加) 

核マントル、超高圧実験(平成19年3月31日辞退) 

太陽地球系、惑星大気(平成19年3月31日辞退) 

気候変動、深部掘削(平成18年3月31日辞退) 

地球進化史、衝突シミュレーション(平成16年3月31日辞退) 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 130,000 149,500 148,000 
178,180 

（ 17,818 ）

179,000 

（ 17,900 ） 

784,680 

（ 35,718 ） 
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に至るまでの広大な時間領域の地球システム

変動を対象とし、地球変動を激変とその緩和修

復過程と捉えて解明する視点、２）理学・工学 

６．拠点形成の目的 

本拠点は、理学・工学の研究者が連携して先

端地球科学技術を開発し、それを用いて以下の

３領域の地球ダイナミクスを解明、そして地球

の未来像を構築する地球科学分野の拠点であ

る。１）地球中心部と全地球の変動の解明と地

震と噴火の機構を解明する固体地球研究（地震

学、超高圧地球科学、火山学、地球工学など）

２）堆積物の精密分析と気象・海洋物理学手法

を融合して長期の気候変動と太陽活動の影響

を解明する気候変動・太陽地球系ダイナミクス

研究（気候学・気象学・海洋物理学、超高層物

理学）３）小天体衝突など全地球のシステムの

激変とその修復過程を解明し、地球の未来像を

構築する地球進化史（地史学、地球進化学、地

球工学）の研究を推進することを目的とする。 

が連携して先端地球科学技術を開発し活用し

て研究教育を推進する点、３）地球物理学・地

学・地球工学に加えて、世界的な実績のある地

球物理学系の研究センター・流体科学研究所・

東北アジア研究センター等が連携し諸外国の

研究教育機関とも連携しつつ研究教育を推進

する地球科学の統合的拠点を構築する点、４）

このような統合的拠点を活用することにより、

技術開発力に優れ、高度の観測や野外調査能力

を有する、独創的な研究リーダーを育成するこ

とを目的とする点に特色がある（図１参照）。 

 本拠点の研究教育の成果として期待される

のは、１）様々な時間スケールの地球現象の変

動の理解が可能になる点、２）理学・工学の連

携によって開発された地球科学技術が、環境科

学、材料開発、惑星探査、防災科学などの分野

へ波及効果が期待できること、３）地球進化の

全容を解明する先端的研究が行われ、地球環境

の保全と災害軽減への貢献も可能になり、特に

地震（宮城県沖地震等）や火山噴火の予測によ

り災害軽減に資することができる点である。

４）技術開発力に優れた世界をリードする若手

研究者を多数輩出し、わが国の地球科学を独自

性と独創性のある学問分野に発展させること

ができた。 

本拠点では、実績のある先端的地球科学技術

の開発を組織として強力に推進し、独自技術に

根ざした地球科学のフロンテイアを切り開く。

個人の研究者レベルで行われている海外との

共同研究と海外調査研究を促進し、理学・工学

の連携と国際的な研究教育機関と連携するこ

とにより、世界最先端の地球科学研究を推進す

る。このような先端的研究と教育活動を一体化

して推進し、幅広い視野と柔軟な発想、国際性

のある独創的な研究リーダーを育成する。 

本拠点は１）地球中心から超高層まで、数億

年スケールの核・マントルの進化から小天体衝 

 突・岩石破壊現象のようなマイクロ秒イベント 
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国際研究交流の推進と海外研究連携拠点と

の共同研究を実施した。特に、学術交流協定締

結や2国間共同研究などの交流実績がある海外

研究教育機関との連携を一層深め、研究と教育

を活性化した。①米国アラスカ大学フェアバン

クス校、カリフォルニア大学（UCSC、USSD等）、

米国USGS、ロスアラモス国立研、カナダウエス

タンオンタリオ大学、ロシア科学アカデミー・

シベリア支部、クインズランド大学、コペンハ

ーゲン大学、イタリアローマ第三大学、ドイツ

ライプチヒ大学、韓国ソウル大学、中国海洋大

学、中国吉林大学、台湾海洋大学等の地球科学

関連機関との教員・研究員の相互派遣を緊密に

行い、必要経費を支援した。②これまで実施し

てきた国際共同研究の実績をコアにして、外国

人研究者を招聘するとともに、拠点を構成する

若手教員・大学院生を海外研究拠点に派遣し、

共同研究を推進した。③大学院生に国際会議参

加旅費、海外研究拠点への長期滞在旅費（学内

公募による）を支給するなどの支援を行った。 

７．研究実施計画 

本拠点では、固体地球、流体地球・惑星圏、

地球進化史の3研究領域における5分野（核マン

トルダイナミクス、地震火山ダイナミクス、気

候変動ダイナミクス、太陽地球系ダイナミクス、

地球進化史）に、理学・工学連携のもとに先端

地球科学技術を開発しつつ挑戦し、得られた成

果を統合して全地球の変動様式を解明し、その

未来像を創出してきた。理学研究科2専攻、環

境科学研究科（旧工学研究科・地球工学専攻）

1専攻、流体科学研究所、東北アジア研究セン

ター、総合学術博物館の連携により、世界の最

先端の研究教育拠点を形成するとともに、地球

科学の次代を担う若手研究リーダーを養成し

てきた。 

そのために、以下の運営組織を組織した。す

でに設置し機能している拠点リーダーとサブ

リーダー等からなる「研究教育拠点統括室」を

さらに発展させ複数部局が連携融合した研究

と教育の運営実績を積み上げた。また、初年度

に設置した「研究運営委員会」と「教育運営委

員会」において、若手教員メンバーの意見を汲

み上げる。これによって、若手の育成の実績を

確実なものとする。これらの委員会活動と研究

と教育、国際交流などに関する諸事務を支援す

る「事務局」を強化するために、非常勤職員（数

名程度の事務補佐員）を確保した。拠点全体、

および各研究グループの研究・教育成果の推進

と評価のため、国際的に一流の研究者を含む有

識者で構成される「外部評価委員会」による評

価と提言を受けた（図２参照）。 

 また、外国人研究員・外国人非常勤講師（年

間平均30名）を招聘した。「先端地球惑星科学

大学院特別・特殊講義（COE用の専門講義）」

を継続して開講する。先端理学国際コースと連

携した英語授業開講し、優秀な外国人留学生確

保してきた 

最終年度には、5年間の活動を統括する国際

会議を開催した。総合学術博物館を利用した公

開展示および一般市民や中高の学生を対象と

する講演会等によって研究成果を社会に還元

した。 

外国人客員研究員を雇用した。PDの研究を支

援するため、PDには一定額の研究費を保証し、

さらに公募形式で必要研究費・旅費などを支給

した。理学・工学連携知識共有の場、理学工学

連携研究の萌芽の場として、PDと大学院生が主

体になった分野・専攻横断型セミナーを開催し

た。 

 

国際シンポジウム、国際会議を開催し、当該

分野の最先端の研究を担っている世界最先端

の研究者を招聘した。これらに大学院生の積極

的参加させた。また、大学院生の教育に資する

ために招聘研究者によるショートコースを開

催した。これらの企画に若手教員、PD、大学院

生を積極的に参加させた。 

図２ 

 

 

 

東北大学（G03）―3頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

８．教育実施計画 

本拠点の研究目的は、過去と現在の地球惑星

システムのダイナミクスを解明することによ

って様々な時間・空間スケールにおける地球の

未来像を構築することである。地学、地球物理

学、地球工学などの理学と工学がその利点を活

かして連携し、新しい先端地球科学技術を創出

することによって上記の目的を実現してきた。

この研究技術の開発現場を大学院教育活動の

場として積極的に活用することによって高度

な研究開発能力を有する人材を養成すること

が、本拠点の教育カリキュラムの基本であった。

観測・フィールド・実験における独創的技術開

発力に秀でた実践的人材、全地球を対象にした

データの解析やモデリング等の理論面におい

て優れた研究者の育成に重点を置いた。このよ

うな指針の下に、本拠点は、現在の地球惑星科

学の研究分野を国際的にリードする若手研究

者養成の拠点となってきた。 

初年度に設置した地学、地球物理学、環境科

学研究科（旧工学研究科・地球工学専攻）にま

たがる「先端地球惑星科学拠点大学院コース」

のカリキュラムおよび教育支援制度を充実し、

「教育運営委員会」がこの拠点大学院コースの

運営に当たった。このコースでの教育において

は、すでに設置されている留学生専門コース

（先端理学国際大学院コース）と一体で運用し、

英語による講義、実習指導、外国人客員教員に

よる講義など国際的な環境のもとで、優秀な留

学生と日本人大学院生が切磋琢磨できる教育

研究環境を整備・充実させた。具体的には次ぎ

の施策を行った。 

（１）教育運営委員会の下に各大学院生に対し

て、分野横断型のアドバイザリーボードによっ

て、研究科・専攻の枠を超えた学位論文指導を

行った。先端的研究を指導する外国人の客員教

員および非常勤教員を雇用し、英語による授業

や論文指導を通して、大学院生の英語による表

現力、情報収集力、コミュニケーション能力を

飛躍的に向上させた。 

（２）既存カリキュラムの改善と新カリキュラ

ムの充実を行った。すなわち、すでに導入され

ている大学院と学部授業間の単位互換制度を

充実し、異なる分野の基礎教育と高度先端教育

をより自由に受講できるようカリキュラムを

改善した。 

最先端地球科学技術の基礎力および開発力

を高めるために、講義及び実習のカリキュラム

を充実させた。 

インターンシップを制度化し、海外研究連携

拠点、および国内外の研究所等に当コースの院

生を派遣し、先端科学技術を用いた研究を推進

した。これらの研修実績を単位として認定して

きた。国際研究教育拠点として、国内外の大学

の研究者や大学院生も受け入れて共同研究を

実施した。総合学術博物館を活用して特別展示、

講演会等を行い、積極的に研究成果を社会に発

信した。 

毎年行われた国際シンポジウム・国際会議に

合わせ、大学院生を対象としたサマースクール

を開校きた。 

（３）大学院生の研究活動の支援：博士課程在

籍者のうち優秀な学生を特待大学院生（SDC）

として採用して研究を支援した。拠点あるいは

外国で開催される国際会議において、研究成果

を積極的に発表することを奨励し旅費などの

支援を積極的に行った。 

（４）先端理学国際大学院コースとの連携 

優秀な外国人留学生を受け入れ、留学生専門

コースである先端理学国際大学院コースと先

端地球惑星科学拠点大学院コースを一体で運

用し、英語による授業を充実させた。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

本拠点では、独自の観測・実験機器開発や、

観測・モニタリングという先端的地球科学技術

の開発を、理学分野と工学分野が連携して組織

的に推進してきた。高度な研究能力と国際性を

持ち、手法開発能力に優れ、幅広い視野と柔軟

な発想を有する独創性のある研究者を養成し

た。 
このCOEの成果を取りまとめ発展させるた

めに国際会議を主催しその成果を世界に発信

した。また、総合学術博物館を用いた公開展示

や普及講演会を開催し、本COEの成果を市民に

還元した。平成１８年には、海外の著名研究者

を含む外部評価委員会による評価を行い、この

拠点が計画通り優れた教育研究の成果が得ら

れているとの高い評価を得た。また、以下で述

べるように、多数の若手のポスター賞、奨励賞

を受賞し、内外の研究機関に優れた研究者を送

り出した。以上のことから拠点の目的は十分達

成されたと考えられる。今後、国際的な交流を

さらに協力に推進し、拠点の研究教育成果を定

着させたいと考えている。 
 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

本事業では、海外の著名研究者や教員、延べ

126名を招聘し、延べ253回のCOE特別セミナー

を実施した。さらに、5年間で11回の国際会議、

5回の国際サマースクールを実施し、大学院生

に国際的な研究交流の場を与えた。21世紀COE
の先端地球惑星科学大学院コースと、留学生対

象の先端理学国際コースを統合して運用し、英

語による講義・セミナー（毎年24単位）を実施

し、国際性を涵養する教育を行った。年間約50
名の博士課程後期学生をRAとして雇用し経済

的支援をするとともに、優れたものを年間10名
程度SDC（特待大学院生）として、より大きな

経済的支援を行った。東北大学国際高等研究教

育機構の講義を毎年14単位開講し、学内の大学

院教育の国際化・学際化・高度化に貢献した。 
本拠点の先端地球惑星科学拠点大学院コー

スでは（1）幅広い視野を獲得させるため、専

攻間の障壁を低くし、講義を自由に受講できる

カリキュラムに改善した。（2）海外を含む他

大学・他機関における研究やフィールドワーク

に対して単位を認定するインターンシップ研

修を導入した。（3）各院生にアドバイサリー

ボードを設置し、複数専攻にまたがる複数指導

教員体制を推進した。 
その結果、東大地震研等の中核的研究機関の

常勤の助教、准教授など常勤教員18名、国内外

のPD等30名など多くの研究者を育成した。学

振の博士特別研究員DCの数が5年間で8名から

24名(H18年)に増加し、これは定員比率で地球

科学分野では全国1位、数ではH17年は全国1位、

H18年は東大に次いで全国2位であった。大学

院生とPDが受賞したポスター賞・講演賞等は、

5年間で28件にのぼった。国際会議での講演や

ポスター発表は平均170件/年とCOE開始前の3
倍に増加した。また若手の受賞は学会奨励賞

(IAVCEIのGeorge Walker Award、井上研究奨

励賞、日本鉱物学会奨励賞など)や論文賞(日本

地震学会など )の受賞が2003-2008年度に11件
に及んだ。また学会発表賞・ポスター賞（AGU、

日本高圧力学会など）は28件に及んだ。  
 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

本拠点事業では、地球科学の広い分野で新技

術を開発しつつ地球のダイナミクスを解明す

る研究に取り組んだ。そして、核マントル境界

条件の達成、マントル内部における水の移動と

存在量の解明、プレート境界地震のアスペリテ

ィモデルの確立、地震波トモグラフィにもとづ

くウエッジマントルでのマグマ作用の解明、対

流圏や成層圏の温室効果気体のモニタリング、

JAXA等の宇宙開発機関との連携による各種衛

星による超高層大気観測・月惑星観測、衝撃波

によるアミノ酸生成など生命の起源に迫るア

ミノ酸の新しい合成法の発見と生命発生モデ

ルの提案など、世界をリードする本拠点独自の

研究成果を挙げた。具体的には以下のような成

果が得られた。 
(1) プレート境界地震に関するアスペリティ・

モデルを確立し(Hasegawa et al., 2007)、島弧沈

み込み帯の詳細な不均質構造のイメージング

によりマグマ生成・上昇および内陸地震発生モ

デルを提案した(Hasegawa et al., Tectonophys, 
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2005)。不均質構造における短周期地震波エン

ベロープに関する数理的モデルを構築した。 
(2) 核マントル境界を超えた条件下（305GPa, 
3600K）における高温高圧X線回折測定技術を

開発した。海洋地殻に含まれる水が核マントル

境界までにまで輸送されることを明らかにし 
(Sano et al., GRL, 2007)、スラブ直下のマントル

遷移層に水が局在することを明らかにした。マ

ントル遷移層最上部に周りよりも重い含水の

マグマが存在することを高温高圧実験によっ

て明らかにした(Sakamaki et al., Nature, 2006)。 
(3) 地殻内部がたんぱく質を作る格好の場であ

るという説を提案した（Ohara et al., OLEB, 
2007）。 理工の連携により独自の衝撃波実験

法を開発し、海洋への隕石衝突に伴うアミノ酸

生成（Furukawa et al., EPSL, 2007）や生物大量

絶滅の影響（Saito et al., IJIE, 2006）を解明する

など、本拠点独自の生命発生・進化研究を展開

し世界に発信した。 
(4) 北太平洋亜熱帯モード水の再出現が時間

依存することを示し、これがアリューシャン低

気圧の活動と一定の位相関係を持つことを明

らかにした（Hanawa and Sugimoto， GRL, 2004）。
複数の衛星搭載センサーによる新世代海面水

温ディジタルデータをリアルタイムで処理し、

一般に公開するとともに、ホットイベントと呼

ばれる数十日の時間スケールを持つ熱帯域の

高海面水温現象を発見した。 
(5) 温室効果気体の濃度と同位体比を世界で最

も高い精度で測定する技術を開発し、これを用

いて地上基地に加え、大気球・航空機など様々

な手段を用いて、それらの地球規模における時

間・空間変動の実態を明らかにし、変動を支配

するメカニズムを解明した。 
(6) 衛星観測によって、超高層の発光現象（エ

ルブス）を発見しそのメカニズムを解明した。

JAXAと共同で月探査衛星のレーダー電波探査

装置を開発・搭載して月地下のグローバル電

波探査に世界で初めて成功した。  
以上の研究成果と若手研究者の育成等が評

価され、拠点のメンバーは、2003年以降現在ま

でに、米国地球物理学連合フェロー、米国地球

物 理 学 連 合 火 山 地 球 化 学 岩 石 学 部 門 の

N.L.Bowen賞、島津賞、地球化学会三宅賞、気

象学会堀内賞、地震学会論文賞、火山学会論文

賞などの、国内外の学術賞およびGeorge Walker 
Awardや高圧科学会奨励賞などの国内外の学会

の若手奨励賞など17件を得ている。また、若手

の発表賞・ポスター賞を28件受賞している。 
 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

理・工学の研究者の連携を推進するために、

連携分野にポスドクを採用し、理工連携の研究

を支援した。さらに、連携を推進する若手研究

者に、審査の上、優秀なものに研究費等を支給

し研究支援を行った。また、理工連携の国際ワ

ークショップWater Dynamicsを継続的に開催し

た。このような施策の結果、理学系と工学系の

教員の相互理解が進み、連携の研究成果ととも

に大学発の人工衛星コンテストに理学・工学合

同学生チームが第一位となるなど教育活動も

共同で行われた。また、両部局の教員の指導を

受けた広い視野を持つ既存の分野に捉われな

い柔軟な若手研究者が育成された。連携研究の

成果は以下のようなものである。 
(1)衝撃波シミュレーション実験を行い二畳

紀・三畳紀境界での隕石落下に伴う環境変動を

示した（地学専攻、流体科学研究所の連携）。

(2)地震発生に対する水の影響およびそれに伴

う自然災害の研究が進展した（地球物理学専攻、

地震・噴火予知研究観測センター、地学専攻、

環境科学研究科、東北アジア研究センターの連

携）。(3)小天体衝突の影響評価：海洋への隕石

衝突による大量絶滅の影響の数値シミュレー

ションを実施した（地学専攻、流体研、災害制

御研究センターの連携）。(4)過去の火山噴火に

伴う津波現象を解明（地学専攻、東北アジア、

工学研究科災害制御研究センター）した。この

研究を博士論文としてまとめた本拠点の若手

研究者はその成果を国際的に高く評価され、東

大地震研の助教として就職している。(5)有機物

の衝撃波合成に成功した（地学専攻、物質材料

研究機構）。(6)地震学（理学）と物理探査（工

学）の研究者が共著で執筆した新しい雑微動解

析法に関する総合報告が論文賞として評価さ

れた（地球物理学専攻、地学専攻）。 
 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 学術交流協定締結や2国間共同研究などの交流実

績がある海外研究教育機関との連携を一層深め研
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究と教育を活性化した。本拠点は、世界の研究機関

と多くの共同研究を行い、21世紀COE事業によって

更に交流規模が拡大した。同時に各種国際シンポジ

ウムやワークショップを積極的に主催・共催し、こ

の分野の研究を主導的に推進した。また、以下のよ

うな国際交流の実績を挙げた。（1）アラスカ大学・

イェール大学を交流拠点としさらにバイロイト大

学シカゴ大学放射光研究施設など2003年以降現在

までに院生のインターンシップによる滞在8名を含

む延べ32名の若手研究者を派遣し研究に従事させ

た。（2) 2003年以降現在までに、延べ640人以上の

大学院生の国際会議における成果発表を支援した。

（3）外国人教員をCOE准教授として採用し英語に

よる授業を開講した。さらに、招聘外国人による英

語による授業は地球科学関係のみで19年度では12
科目24単位に及んでいる。（4）海外の著名研究者

を客員教授/非常勤講師として金森教授(Caltech) 
Kirby博士（USGS）など21名を招聘し年に4回の講

義演習セミナーによる教育指導をお願いした。（5）
外国人研究者の招聘実績：21世紀COEの5年間に延

べ126名の研究者を招聘し、講演会（先端地球惑星

科学セミナー）を延べ253回開催した。招聘研究者

を講師にした英語による「夏・秋の学校」を延べ3
回開催した。（6）外国人留学生（IGPAS等）とイ

ンターンシップによる外国人学生の受け入れ実

績：地学・地球物理学専攻で合計2003年2名; 2004年
6名；2005年7名；2006年：8名；2007年：8名。これ

によって、国際競争力のある大学づくりに貢献した。 
 

6)国内外に向けた情報発信 

本拠点は、これまで活発な研究活動を行い、地球

惑星科学を代表する評価の高い国際誌に成果を公

表している。2003 年から 2007 年までの主な国際誌

への論文発表状況は以下の通りである。Nature（7
編）、Science（5 編）、Geophys. Res. Lett.（100 編）、

J. Geophys. Res.（88 編）、Earth Planet. Space（67 編）

など。さらに、米国地球物理学連合など国際会議の

招待講演を年間 50 件以上行うなど、研究成果を国

際的に発信した。これらの研究は、アラスカ大学、

イェール大学など、15 以上の海外の教育研究機関に

若手研究者を派遣し、ここから著名研究者を招聘し

た。本拠点が推進する国際交流協定は 10 件以上に

及んでいる。 
 
7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成の

ため効果的に使用されたか） 

 補助金は本COE拠点の事業の重要な部分を占め

る若手研究者をPDとして、大学院生をSDCとRAと

して雇用、拠点運営のための事務員の雇用などの人

件費に59.8％（内52.6％はPDの雇用費、33.2％は大

学院生のSDCおよびRAとしての経済支援、11.3％は

拠点の事務支援員の雇用費、2.9%は客員教授の雇用

費および謝金）、海外への大学院生やスタッフの派

遣、外国人研究者、客員教員の招聘等に旅費に14.6％
を使用した。また、国際的に成果を発信するための

国際ワークショップの開催に経費の9.1％を使用し、

拠点の教育研究を推進するための若手研究費とし

て16.2％を使用した。これによって、拠点の教育研

究に大きな成果が得られた。 
 

②今後の展望 

地球の深い理解のためには、地球に関する一

次データの取得が不可欠である。一方、現在の

地球惑星科学においては、観測・実験・シンセ

シスが非常に重要であるが未だ不十分である。

このような状況のもとで、現場に強い技術開発

力の旺盛な研究者そして世界を先導できる国

際的な研究者を育成することは、現在我が国の

地球惑星科学に課せられた重要な課題である。 
我々は、21世紀COE拠点において理・工学の

連携を推進しつつ若手研究者の育成に努め、

数々の奨励賞、ポスター賞・学会発表賞を受賞

するなど若手研究者が多くの顕著な成果を生

み出した。今後、21世紀COEプログラムの研究

の成果を定着させ、さらに発展させることによ

って地球の変動現象と進化に着目した研究を

強力に推進することができると考えている。 
 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

えた影響度） 

東北大学においては、21世紀COEプログラムの拠

点の融合を目指すために国際高等研究教育機構が

設置された。この組織は21世紀COEプログラムの成

果を、プログラム終了後にも定着させるための大学

の支援組織である。本２１世紀COE組織は、この機

構に積極的に参加し先端基礎科学領域基盤の融合

カリキュラムを実施し、拠点の研究成果を融合研究

として定着させ、東北大学の大学院教育の高度化に

大きく貢献している。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

1. 2004年3月15-17日・仙台国際センター（仙台市）、北方圏環境変動研究計画に関する国際レビュー会議、参加人数：
94名（外国人参加者11名）、主な招待講演者：赤祖父俊一（米国、アラスカ大学）、真鍋淑郎（米国、プリンスト
ン大学）、J. Walsh(米国、アラスカ大学) 

2. 2004年3月17-19日・東北大学青葉記念会館（仙台市）、1st International Workshop on Water Dynamics、参加人
数：104名（外国人参加者8名）、主な招待講演者：B.Yardley教授(英国、リーズ大学)、G.A.Codd教授(英国、ダン
ディー大学)、R.J.Bodnar教授（米国、ヴァージニア工科大学） 

3. 2004年11月11-12日・仙台国際センター（仙台市）、2nd International Workshop on Water Dynamics、参加人数：
180名（外国人参加者12名）、主な招待講演者：R.Hemley博士（米国、カーネギー地球物理学研究所）、S.Saxena
教授（米国、フロリダ国際大学）、J.Kirschvink教授（米国、カリフォルニア工科大学） 

4. 2004年11月9-13日・東北大学理学部（仙台市）、The Short Course on Role of Water:The Geophysical and Geochemical 
Constrains on the Distribution, the State and Reaction of Water in the Earth、 参加人数：98名（外国人参
加者11名）、主な招待講演者：M.Rosing教授（デンマーク、コペンハーゲン大学）、L.Becker 教授（米国、カリフ
ォルニア大学）、B.Nadeau博士（米国、バークレー地震研究所） 

5. 2004年11月22日・東北大学青葉記念会館（仙台市）、Workshop on "Probing Earth Media Having Small-Scale 
Heterogeneities" 、参加人数：53名（外国人参加者12名）、安芸名誉教授（米国、南カリフォルニア大学）、M. Fehler
博士（米国、ロスアラモス国立研）、M. Campillo教授（仏、フーリエ大学） 

6. 2005年7月22日～24日・仙台市戦災復興記念館（仙台市）、21COE International Symposium 2005 Spatial and Temporal 
Fluctuations in the Solid Earth -Clues to the Future of Our Planet-、参加人数：147名（外国人参加者14名）、
主な招待講演者：Stephen H. Kirby博士（米国、地質調査所）、Jeffrey T. Freymueller教授（米国、アラスカ大
学フェアバンクス校）、Robert M. Nadeau博士（米国、カリフォルニア大学バークレー校）、Ray Weldon教授（米
国、オレゴン大学）、Stephen R. McNutt教授（米国、アラスカ大学）、Bruce Buffett教授（米国、シカゴ大学）

7. 2005年11月16日～17日・仙台国際センター（仙台市）、３nd International Workshop on Water Dynamics、参加人
数：150名（外国人参加者12名）、主な招待講演者：Derek Elsworth教授（米国、ペンシルバニア州立大学）、Peter 
Grathwhol教授（ドイツ、テュービンゲン大学）、Ho-Kwang Mao博士（米国、カーネギー研究所）、Cornel E.J. de 
Ronde博士（ニュージーランド、地質・核科学研究所）、Richard Secco教授（カナダ、ウェスタンオンタリオ大学）、
Yong Cai博士（台湾、国立放射光科学研究センター） 

8. 2006年11月6日～9日・仙台国際センター（仙台市）、21 COE International Symposium on“Climate Change: Past 
and Future”、参加人数126名（外国人参加者24名）、主な招待講演者：Dean Roemmich教授（米国、Scripps Institution 
of Oceanography）、Yves Tourre博士（フランス、MEDIAS-France）、Niklas Schneider博士（米国、University of 
Hawaii at Manoa）、William Crawford博士（カナダ、Institute of Ocean Sciences）、Miklos Kazmer博士（ハン
ガリー、Eotvos University） 

9. 2006年11月7日～8日・東北大学青葉記念会館（仙台市）、４th International Workshop on Water Dynamics、参加
人数200人（外国人参加者６名）、主な招待講演者：Richard Sibson教授（ニュージーランド、University of Otago）、
Craig Manning教授（米国、Univ of California, Los Angeles）、Steve Banwart教授（英国、University of Sheffield）、
PROSERPINA L. GOMEZ-ROXAS教授（フィリピン、Mindanao State University at Naawan） 

10. 2007年9月10日～11日・仙台国際センター（仙台市）、The 1st Asia Science Forum、参加人数約200名（外国人参
加者54名）、主な招待講演者： Bayong Tjasyono Hanggoro Kasih教授（インドネシア、バンドン工科大学）、Wen ZhiPing
教授（中国、中国中山大学）、TANG Danling教授（中国、中国科学院）、HUANG Qinghua教授（中国、中国北京大
学）、GAO Rui教授（中国、中国地質科学院） 

11. 2007年9月18日～21日・仙台戦災復興記念館（仙台市）、EASTEC symposium 2007 Dynamic Earth -Its origin and 
future- 、参加人数205名（外国人参加者32名）、主な招待講演者：Jeffery T. Freymueller教授（米国、アラスカ
大学地震研究所）、Stephen Kirby博士（米国、米国地質調査所）、Bradley R. Hacker教授（米国、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻ
ﾝﾀﾊﾞｰﾊﾞﾗ校） 

12. 2007年9月25日～27日・仙台国際センター（仙台市）、５th International Workshop on Water Dynamics、参加人
数200名（外国人参加者21名）、主な招待講演者：Patrick R. Brown教授(ニュージーランド、オークランド大学)、
Mark H. Reed教授（米国、オレゴン大学、Yuri Palyanov教授（ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部地学・
鉱物学研究所）、Ho-Kwang Mao博士（米国、ワシントンカーネギー研究所） 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

 

21世紀COEプログラムでは、先端地球惑星科学拠点大学院コースを設置し以下の施策を行った。 

1）大学院講義相互乗り入れカリキュラム：  

対象：大学院博士課程学生（前期課程および後期課程） 

実施期間：平成１５年１０月より現在まで 

具体的内容：幅広い視野を獲得させるため、専攻間の障壁を低くし、地学専攻、地球物理学専攻、環

境科学専攻の講義を自由に受講できるカリキュラムに改善した。 

 

2）インターンシップ研修、インターンシップ特別研修 

対象：大学院博士課程学生（前期課程および後期課程） 

実施期間：平成１６年４月より現在まで 

具体的内容：研究の機会を本大学院のみに限定せず、海外を含む他大学・他機関における研究やフィ

ールドワークに対して単位を認定するインターンシップ研修（大学院博士課程前期）およびインタ

ーンシップ特別研修（大学院博士課程後期）を導入・実施した。 

 

3）各院生にアドバイサリーボードの設置 

対象：大学院博士課程学生（前期課程および後期課程） 

実施期間：平成１５年１０月より現在まで 

具体的内容：拠点の大学院生の学位指導のために、アドバイザリーボードを導入し、複数専攻にまた

がる複数指導教員体制を推進した。 

 

4）リサーチアシスタント(RA)、博士課程特待生（Super Doctoral Course candidate: SDC） 

対象：本拠点を構成する部局に属する大学院後期課程の大学院生（留学生を含む） 

実施期間：平成15年10月より平成20年3月まで 

選抜方法：RAについては、研究計画書（学振DCの申請書に準じたもの）を提出させ、その中で申請者

の研究課題と本COEの研究教育目標との関連について説明を求める。本COEも目的と合致するものを

拠点大学院生と認定し、RAとして経済支援を行った。認定は２１世紀COEの教育運営委員会が行っ

た。SDCについては、①研究目的が拠点の目的と合致しているか否か、②論文発表の実績（国際誌

特にISI登録誌に論文を報告していることを高く評価する）、③研究発表の実績（特に国際会議で

の発表を高く評価する）を基準として、RA申請者のなかから、優れているもの上位２０％程度を選

抜した。なお、この選抜基準は、拠点のウエブサイトで大学院生に周知した。 

具体的内容：現21世紀COEに関連する分野の大学院生の全員に5年間に延べ242名をRAとして雇用し月5

万円の財政的支援を行い、さらに特に優れた実績を示した者延べ53名に特待大学院生（SDC）とし

て月１０万円の財政的支援を行い教育・研究の経験を積ませた。 
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機関名：東北大学 拠点番号：G03 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、人材育成及び研究活動の両面において、設定された目的

は概ね達成されたと評価できる。 

人材育成面については、複数専攻間にまたがる先端地球惑星科学大学院コースを設け、

複数教員による分野横断型の指導体制を確立し、また外国人客員教員を含めた英語講義や

インターンシップを実施するなど、新しい試みを意欲的に行い、大学院教育に成果をあげ、

有能な若手研究者を育てたことは、評価できる。しかしながら、事業後半において、事業

推進担当者が指導教員となっている博士課程入学者が減少しており、改善が望まれる。 

研究活動面においては、新しい観測・実験技術の開発を行うとともに、拠点形成目的で

ある地球内部ダイナミクス及び地球表層変動に関する研究を精力的に進め、多くの研究成

果をあげており、評価できる。しかしながら、ほとんどは従来の個々の分野の研究の延長

線上での成果であり、当初の目的である理学・工学の連携による地球変動現象解明のため

の地球科学の統合的拠点構築の具体的成果はまだ十分には見受けられない。 

補助事業終了後の持続的展開については、これまでの実績から見て、十分に期待できる。
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